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そ
れ
は
、
地
域
住
民
に
対
し
て
は
「
緑
豊
か
な
定
住
性
の
高
い
魅
力
あ
る
〝
丘
陵
都
市
〟
づ
く
り
」
と
称
し
て
財
産

区
財
産
を
含
め
、
広
大
な
土
地
を
低
廉
な
価
格
で
取
得
す
る
こ
と
を
一
部
大
企
業
に
許
し
な
が
ら
、
実
際
は
大
企 

本
計
画
は
、
す
で
に
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
（
昭
和
六
十
二
年
六
月
）
や
新
し
い
近
畿
の
創
生
計
画
（
ス
バ

ル
プ
ラ
ン
＝
昭
和
六
十
二
年
三
月
）
に
、
中
軸
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
先
の
「
調

査
概
要
」
で
い
つ
そ
う
明
ら
か
に
な
つ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
基
本
的
な
点
で
次
の
よ
う
な
問

題
が
あ
る
。 

去
る
六
月
八
日
、
大
阪
府
、
茨
木
市
、
箕
面
市
、
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
及
び
民
間
事
業
者
六
者
で
つ
く
る 

 
 

「
国
際
文
化
公
園
都
市
協
議
会
（
会
長
・
中
川
和
雄
副
知
事
）
」
は
茨
木
、
箕
面
丘
陵
地
区
の
開
発
整
備
に
つ
い
て

「
国
際
文
化
公
園
都
市
開
発
整
備
計
画
調
査
概
要
」
を
発
表
し
た
。 

 
「
国
際
文
化
公
園
都
市
」
構
想
に
つ
い
て
の
国
の
施
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

業
本
位
の
「
産
業
・
研
究
開
発
の
複
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
大
拠
点
」
づ
く
り
が
、
行
政
の
援
助
に
よ
つ
て
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

ま
た
本
計
画
を
進
め
る
に
当
た
つ
て
は
、
後
で
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
国
土
開
発
上
の
問
題
、
環
境
・
自
然

保
護
の
問
題
、
地
価
問
題
、
バ
イ
オ
分
野
の
公
害
問
題
な
ど
、
す
べ
て
国
の
政
策
と
深
く
関
係
す
る
こ
と
ば
か
り 

本
来
こ
の
種
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
当
た
つ
て
は
、
計
画
段
階
か
ら
あ
ら
ゆ
る
調
査
結
果
を
公
表
し
、

住
民
参
加
の
も
と
に
民
主
的
に
進
め
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
構
想
の
具
体
的
内
容
は
何
一
つ

明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
既
成
事
実
だ
け
が
積
み
重
ね
ら
れ
強
引
に
推
進
さ
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
り
、
本
計
画
に

つ
い
て
は
、
私
は
根
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

し
か
も
、
大
企
業
取
得
地
を
中
心
に
し
た
開
発
プ
ラ
ン
づ
く
り
で
あ
り
、
造
成
さ
れ
る
住
宅
地
は
、
庶
民
に
は

手
の
届
か
な
い
大
変
な
高
値
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
本
計
画
が
実
施
さ
れ
る
と
、
地
元
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。 

四 

 



 

で
あ
る
。
政
府
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
明
確
な
見
解
を
示
し
、
必
要
な
対
策
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。 

一 

「
国
際
文
化
公
園
都
市
株
式
会
社
」
に
よ
る
開
発
に
つ
い
て 

3 

地
元
自
治
体
（
茨
木
市
、
箕
面
市
、
大
阪
府
）
の
負
担
は
、
総
事
業
費
一
兆
円
と
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
れ 

2 

同
社
に
よ
る
開
発
は
採
算
中
心
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

1 

総
事
業
費
は
い
く
ら
で
、
そ
の
う
ち
住
宅
・
都
市
整
備
公
団
に
よ
る
基
幹
施
設
整
備
費
（
道
路
・
下
水
道

な
ど
）
は
い
く
ら
か
。 

以
下
具
体
的
に
質
問
す
る
。 

総
事
業
費
が
一
兆
円
で
、
基
幹
施
設
整
備
費
は
約
三
千
億
円
と
い
う
報
道
が
あ
る
が
、
概
略
で
事
実
に
近

い
数
字
と
考
え
て
よ
い
か
。 

都
市
開
発
が
こ
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
る
の
は
何
故
か
。
利
潤
が
生
ま
れ
れ
ば
住
民
へ
の
還
元
は
あ
る
の

か
。
赤
字
の
場
合
は
補
填
を
公
共
が
行
う
の
か
。 

五 

 



 

4
① 

こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
開
発
は
、
地
元
の
既
存
市
街
地
の
道
路
や
下
水
道
、
公
園
な
ど
の
根
幹
的
都
市

施
設
の
整
備
に
影
響
を
与
え
る
ば
か
り
か
、
交
通
事
情
の
悪
化
や
、
関
連
中
小
河
川
の
改
修
の
遅
れ
に
伴

う
浸
水
、
災
害
の
増
大
を
誘
発
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

② 

開
発
地
域
か
ら
大
阪
市
内
へ
の
大
・
中
量
輸
送
機
関
と
し
て
モ
ノ
レ
ー
ル
の
導
入
が
計
画
さ
れ
て
い
る

が
、
肝
心
の
そ
の
ル
ー
ト
が
既
存
市
街
地
の
中
心
部
を
通
過
し
な
い
た
め
に
、
地
元
が
期
待
す
る
市
の
中

心
部
の
活
性
化
に
結
び
つ
か
な
い
お
そ
れ
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。
地
元
茨
木
市
長
も
「
地
下
鉄
で
市
中
心 

市
の
年
間
予
算
の
二
年
分
に
も
当
た
る
多
額
な
投
入
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自
治
体
の
適
切
な

財
政
運
営
と
は
い
え
な
い
と
思
う
が
、
政
府
の
考
え
は
ど
う
か
。 

茨
木
市
で
は
直
接
的
事
業
費
だ
け
で
約
五
百
億
円
、
こ
れ
に
単
価
ア
ッ
プ
分
と
利
息
等
を
含
め
る
と
約
千

億
円
に
も
な
る
と
予
測
し
て
い
る
が
、
こ
の
数
字
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。 

ぐ
ら
い
に
な
る
か
。 

六 

 



 

6 

低
家
賃
の
公
営
住
宅
の
建
設
に
つ
い
て
伺
う
。 

5 

工
期
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。 

住
宅
・
都
市
整
備
公
団
の
現
地
事
務
所
も
六
月
に
開
設
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
出
資
の
住
・
都
公
団
が
調

査
段
階
か
ら
こ
の
よ
う
な
形
で
関
与
す
る
こ
と
は
、
公
団
本
来
の
目
的
や
業
務
内
容
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
で

は
な
い
か
。 

仮
に
本
計
画
に
つ
い
て
住
民
の
合
意
が
得
ら
れ
た
と
し
た
場
合
、
政
府
は
低
家
賃
の
公
営
住
宅
の
建
設
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

地
元
市
で
は
、「
都
市
計
画
決
定
は
昭
和
六
十
四
年
頃
」
、「
事
業
着
工
は
昭
和
六
十
四
～
六
十
五
年
度
」
と

い
わ
れ
て
い
る
。
政
府
は
こ
れ
を
認
知
し
て
い
る
の
か
。 

部
と
の
結
合
」
と
い
つ
て
い
る
。
既
成
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
の
よ
う
な
開
発
計
画
に
つ

い
て
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。 

七 

 



 

二 

環
境
、
自
然
保
護
の
問
題
に
つ
い
て 

7 

今
回
の
「
調
査
概
要
」
に
は
、
こ
れ
ま
で
常
に
強
調
さ
れ
て
い
た
「
公
共
主
導
に
よ
る
」
北
部
丘
陵
開
発
の
文

言
が
消
え
て
、「
公
共
と
民
間
が
協
力
す
る
」
に
な
つ
て
い
る
。
こ
れ
は
街
づ
く
り
の
基
本
方
針
で
あ
る
開
発

整
備
計
画
の
概
念
に
か
か
わ
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
。 

最
近
の
府
営
住
宅
へ
の
応
募
率
は
急
増
し
て
お
り
、
特
に
茨
木
市
や
箕
面
市
は
、
近
隣
の
都
市
と
比
較
し

て
も
公
営
住
宅
の
戸
数
が
一
段
と
少
な
く
、
低
家
賃
公
営
住
宅
の
必
要
性
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

住
宅
・
都
市
整
備
公
団
法
の
主
旨
や
目
的
か
ら
も
、
低
家
賃
公
営
住
宅
建
設
の
一
定
の
義
務
づ
け
を
行
う

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

茨
木
市
、
箕
面
市
に
広
が
る
北
部
丘
陵
地
域
は
、
大
阪
に
残
さ
れ
た
数
少
な
い
緑
豊
か
な
自
然
の
山
林
地
帯 

こ
れ
ま
で
の
公
共
主
導
に
よ
る
北
部
丘
陵
開
発
の
考
え
方
に
変
化
が
あ
る
の
か
、
政
府
の
明
確
な
答
弁
を

求
め
る
。 

八 

 



 

1 

先
に
述
べ
た
よ
う
に
当
該
地
域
の
周
辺
に
は
箕
面
国
定
公
園
が
広
が
り
、
ま
た
環
境
庁
が
「
保
護
す
べ 

き
貴
重
な
自
然(

山
林)

」（
特
定
植
物
群
落
調
査
報
告
書
）
と
し
て
指
摘
す
る
○イ

勝
尾
寺
の
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
林

(

五
ヘ
ク
タ
ー
ル)

、
○ロ

箕
面
滝
安
寺
の
シ
イ
林
（
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
○ハ

箕
面
の
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
―
ケ
ヤ
キ
林

(

四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル)

が
近
接
し
て
存
在
す
る
。 

で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
自
然
を
無
秩
序
な
乱
開
発
か
ら
守
る
こ
と
は
、
何
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
べ
き
重
要
課
題

で
あ
る
。 

周
辺
に
は
箕
面
国
定
公
園
が
広
が
り
、
摂
津
耶
馬
渓
、
箕
面
の
滝
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
跡
な
ど
名
勝
史
跡
に

恵
ま
れ
、
ま
た
野
鳥
の
宝
庫
と
し
て
も
広
く
府
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
自
然
も
、
一
度
環
境
が
破
壊
さ
れ
れ
ば
取
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
に
な
る
こ

と
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

九 

 



 

2 

昨
年
茨
木
市
が
公
表
し
た
「
茨
木
市
鳥
類
調
査
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
同
市
内
で
見
つ
か
つ
た
野
鳥
は
全
部

で
百
五
種
類
に
の
ぼ
つ
た
が
、
こ
れ
は
大
阪
府
で
戦
後
記
録
さ
れ
た
野
鳥
の
約
三
分
の
一
に
当
た
る
。 

特
に
北
部
丘
陵
地
域
一
帯
に
は
、
コ
ゲ
ラ
、
キ
セ
キ
レ
イ
、
ウ
グ
イ
ス
、
メ
ジ
ロ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
を 

 
 

は
じ
め
、
フ
ク
ロ
ウ
や
オ
オ
タ
カ
、
オ
オ
ル
リ
な
ど
の
府
下
で
は
珍
ら
し
い
野
鳥
も
観
察
さ
れ
て
お
り
、
こ

う
し
た
種
類
の
多
さ
や
希
少
な
野
鳥
の
存
在
は
、
そ
の
野
鳥
を
支
え
る
豊
か
な
自
然
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
う 

も
し
も
こ
れ
ら
の
群
落
の
近
辺
に
大
規
模
な
開
発
が
及
べ
ば
、
貴
重
な
群
落
に
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
思

う
が
ど
う
か
。 

ま
た
、
せ
つ
か
く
五
年
に
一
度
の
調
査
で
「
特
定
植
物
群
落
」
に
指
定
し
た
の
だ
か
ら
、
政
府
は
当
然
将
来

に
わ
た
る
万
全
の
保
護
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。 

政
府
は
、
大
阪
府
、
茨
木
市
、
箕
面
市
な
ど
と
十
分
に
相
談
の
上
、
当
該
地
域
の
環
境
保
全
に
実
効
あ
る

対
策
を
と
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

一
〇 

 



 

三 

阪
急
電
鉄(

株)

等
の
土
地
売
買
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て 

特
に
吹
田
市
地
域
の
値
上
が
り
は
激
し
く
、
地
価
上
昇
率
の
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
七
位
ま
で
を
独
占 

し
、
そ
の
上
昇
率
も
わ
ず
か
一
年
で
二
・
六
倍
も
の
急
騰
ぶ
り
で
あ
る
。 

国
土
庁
が
九
月
三
十
日
に
公
表
し
た
全
国
の
基
準
地
価
で
は
、
大
阪
圏
は
昨
年
の
七
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら

今
年
は
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
全
国
で
最
大
の
高
騰
を
示
し
て
い
る
。 

貴
重
な
野
鳥
の
宝
庫
で
あ
る
北
部
丘
陵
地
帯
の
緑
と
自
然
の
現
状
程
度
の
維
持
は
、
最
低
限
守
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
環
境
庁
の
考
え
は
ど
う
か
。 

こ
と
を
改
め
て
教
え
て
く
れ
て
い
る
。 

鳥
類
は
自
然
（
森
林
）
の
生
態
系
と
一
体
と
な
つ
て
存
在
で
き
る
の
で
あ
り
、
従
つ
て
森
林
の
伐
採
等
は
、

鳥
類
の
存
在
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
。 

阪
急
電
鉄(

株)

は
、
昨
年
三
月
吹
田
市
の
隣
の
茨
木
市
、
箕
面
市
に
所
有
す
る
土
地
の
一
部
（
約
四
十
四
へ 

一
一 

 



 

当
該
地
域
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
茨
木
市
と
箕
面
市
に
ま
た
が
る
財
産
区
財
産
（
公
共
用
地
）
を
阪
急
電
鉄

(

株)

が
取
得
す
る
際
に
、
両
市
並
び
に
地
権
者
代
表
（
十
一
自
治
会
）
と
、
「
（
本
物
件
に
つ
い
て
は
）
約
三
千
戸

の
緑
地
住
宅
と
し
て
阪
急
自
ら
が
開
発
す
る
（
売
買
契
約
書
第
九
条
）
、
（
約
束
が
不
履
行
の
場
合
は
）
契
約
を
解

除
す
る
（
同
第
十
条
）
」
約
束
が
結
ば
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

自
治
体
や
住
民
と
の
契
約
を
無
視
す
る
阪
急
の
態
度
や
、
そ
れ
を
放
置
す
る
茨
木
市
や
箕
面
市
の
無
責
任
な

態
度
は
、
絶
対
に
容
認
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

近
年
こ
の
地
域
は
、「
国
際
文
化
公
園
都
市
構
想
な
ど
で
、
急
激
な
地
価
上
昇
の
心
配
が
あ
る
」（
朝
日
新
聞
）

と
さ
れ
、
大
阪
府
も
今
年
一
月
に
土
地
監
視
区
域
に
指
定
し
、
地
価
の
安
定
を
図
つ
て
い
る
。 

ク
タ
ー
ル
）
を
サ
ン
ト
リ
ー(

株)

、
大
塚
製
薬
、
田
辺
製
薬
な
ど
六
社
の
バ
イ
オ
企
業
に
、
茨
木
市
や
地
元
の

地
権
者
の
同
意
を
得
ず
に
一
方
的
に
売
却
し
た
。 

私
は
そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
国
の
厳
正
な
対
処
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

一
二 

 



 

1 
土
地
投
機
の
た
め
の
取
引
で
は
な
い
か 

本
計
画
を
土
地
投
機
の
対
象
に
す
る
よ
う
な
企
業
の
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
照
ら
し
て

厳
し
く
行
政
指
導
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
政
府
の
考
え
は
ど
う
か
。 

事
業
手
法
は
「
土
地
区
画
整
理
事
業
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
住
・
都
公
団
は
大
規
模
土
地
所
有
者
か
ら
全

面
的
に
買
収
す
る
方
針
だ
と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ
で
は
公
団
が
土
地
投
機
を
促
進
し
て
い
る
こ
と
に
な
る 

が
、
政
府
の
見
解
は
ど
う
か
。 

阪
急
が
昭
和
四
十
六
年
に
購
入
し
た
価
格
は
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
約
二
千
三
百
円
、
現
在
で
は
少
な
く

と
も
約
百
倍
の
価
格
と
い
わ
れ
て
い
る
。
も
し
土
地
投
機
の
よ
う
な
取
引
が
や
ら
れ
る
な
ら
ば
、
当
該
地
域

が
早
晩
異
常
な
地
価
高
騰
に
見
舞
わ
れ
る
の
は
必
至
で
あ
る
。 

前
述
の
よ
う
に
、
阪
急
が
バ
イ
オ
企
業
に
所
有
地
の
一
部
を
売
却
し
た
時
期
は
、
大
阪
が
当
該
地
域
を
監

視
区
域
に
指
定
す
る
直
前
で
あ
り
、
土
地
投
機
の
た
め
の
取
引
の
疑
い
が
濃
厚
で
あ
る
。 

一
三 

 



 

四 

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
に
お
け
る
遺
伝
子
組
換
え
実
験
等
に
対
す
る
政
府
の
対
応
に
つ
い
て 

3 

阪
急
に
よ
る
バ
イ
オ
企
業
へ
の
転
売
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
地
権
者
（
住
民
）
と
の
「
売
買
確
認
書
」

や
財
産
管
理
者
の
茨
木
市
、
箕
面
市
と
の
「
売
買
契
約
書
」
に
明
ら
か
に
違
反
し
て
い
る
。 

2 
昭
和
四
十
六
年
当
時
地
元
地
権
者
（
十
一
自
治
会
代
表
）
は
、
「
住
宅
開
発
」
の
約
束
で
阪
急
と
立
会
山
売
買

確
認
書
を
か
わ
し
て
い
る
。 

「
国
際
文
化
公
園
都
市
」
構
想
の
〝
目
玉
〟
の
一
つ
は
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
等
の
研
究
開
発
拠
点
の
形
成
を

図
る
こ
と
に
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
今
回
の
阪
急
の
行
為
は
、
事
実
上
「
阪
急
に
よ
る
三
千
戸
以
上
の
住
宅
建
設
」
の
約
束
を
ホ
ゴ
に

す
る
も
の
で
、
住
宅
開
発
を
信
じ
て
売
却
に
応
じ
た
地
権
者
（
住
民
）
や
自
治
体
を
だ
ま
し
た
こ
と
に
な
り
、

宅
地
建
物
取
引
業
法
上
も
問
題
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

法
的
に
も
問
題
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

一
四 

 



 

遺
伝
子
組
換
え
実
験
等
の
研
究
が
基
礎
生
物
学
的
に
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
の
技
術
が
今
後

医
学
、
薬
学
、
農
学
、
工
学
な
ど
の
分
野
に
広
く
用
い
ら
れ
、
が
ん
そ
の
他
の
疾
病
の
原
因
の
解
明
や
治
療
、

新
し
い
医
薬
品
の
開
発
や
作
物
の
改
良
な
ど
、
人
類
へ
の
多
大
な
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て 

は
、
我
々
も
十
分
に
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

す
で
に
民
間
企
業
の
サ
ン
ト
リ
ー
、
田
辺
製
薬
、
大
塚
製
薬
、
ペ
プ
チ
ド
、
林
原
な
ど
の
進
出
が
確
定
し
、

そ
れ
ら
の
研
究
所
で
は
遺
伝
子
組
換
え
実
験
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
調
査
概
要
」
で
も
「
本
地
区
に
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
系
の

研
究
施
設
を
立
地
・
誘
導
す
る
と
と
も
に
、
大
阪
大
学
等
の
諸
施
設
と
の
有
機
的
な
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ 

 

り
、
研
究
開
発
拠
点
と
し
て
の
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
の
形
成
を
図
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。 

問
題
は
、
遺
伝
子
組
換
え
実
験
に
よ
つ
て
つ
く
ら
れ
た
未
知
の
病
原
体
が
外
部
に
も
れ
て
、
人
間
や
自
然
に

危
険
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

一
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4
① 

こ
れ
ま
で
国
内
で
、
Ｐ

3
級
実
験
室
で
の
事
故
に
よ
る
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
（
生
物
災
害
）
の
例
と
、
そ
の 

3 

遺
伝
子
組
換
え
実
験
の
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
が
厳
格
に
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
だ
が
、

逸
脱
や
違
反
が
あ
つ
た
場
合
に
は
ど
う
い
う
制
裁
が
あ
る
か
。 

2 

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
に
進
出
す
る
各
社
が
行
う
と
予
想
さ
れ
る
遺
伝
子
組
換
え
実
験
は
、
物
理
的

封
じ
込
め
の
ど
の
レ
ベ
ル
に
相
当
す
る
か
。 

1 

将
来
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
に
Ｐ

4
実
験
室
が
つ
く
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
る
か
。 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
政
府
も
安
全
確
保
の
具
体
的
施
策
と
し
て
「
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
実
験
指
針
」（
昭
和
五
十

四
年
決
定
）
を
定
め
、
物
理
的
封
じ
込
め
及
び
生
物
学
的
封
じ
込
め
等
の
厳
し
い
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
。 

関
係
住
民
の
不
安
を
解
消
し
、
将
来
も
い
か
な
る
事
故
も
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
政
策
の
積
極
的
で
適

切
な
対
応
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。 

一
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6 

Ｐ

3
、
Ｐ

4
施
設
を
含
む
微
生
物
学
研
究
所
の
立
地
に
は
、
当
然
住
民
参
加
の
厳
格
な
環
境
ア
セ
ス
メ
ン

ト
を
実
施
し
、
研
究
内
容
や
予
想
さ
れ
る
事
故
な
ど
に
つ
い
て
、
広
く
関
係
住
民
に
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。 

5 

人
口
密
集
地
域
の
住
民
が
不
安
感
を
抱
く
Ｐ

3
、
Ｐ

4
級
の
実
験
施
設
を
、
安
易
に
つ
く
る
べ
き
で
は
な

い
と
思
う
が
ど
う
か
。 

Ｐ

3
、
Ｐ

4
な
ど
の
研
究
施
設
は
、
研
究
上
の
利
便
を
優
先
さ
せ
る
よ
り
も
、
万
一
の
事
故
に
備
え
て
住

民
の
安
全
を
優
先
さ
せ
、
で
き
る
だ
け
住
民
へ
の
影
響
が
少
な
い
と
想
定
さ
れ
る
立
地
点
を
選
ぶ
べ
き
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。 

② 
実
際
に
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
た
具
体
的
対
策
を
事
前
に
つ
く
る
べ
き
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。 

際
に
と
ら
れ
た
対
策
は
ど
う
い
う
も
の
で
あ
つ
た
か
。 

一
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一
八 

7 
バ
イ
オ
企
業
や
研
究
所
の
進
出
に
際
し
て
は
、
安
全
確
保
の
た
め
に
住
民
代
表
が
参
加
し
、
必
要
な
場
合

に
は
立
入
調
査
な
ど
も
自
由
に
で
き
る
監
視
機
構
の
設
置
を
義
務
づ
け
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


